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栗東 町上砥 山地 先 の緑 の森 に経 済界 の期 待

を担 って滋 賀県工 業技術 セ ン ターが ォー プ ン

しま した。

近 年、 マ イ ク ロエ レク トロニ クス、新 素材 、

バ イオテ クノ ロジー等先端技術 の進展 は誠 に

め ざ ま しい ものが あ ります。 当セ ン ター は こ

れ ら先端技術 等発展 に対応 した県 内企 業 の技

術 開発 力向上 を図 るため、 県 が産 業界 や 学界

と相携 えて研 究、 試験 、指導 、 人材 育成 、企

業 交流、情 報提供 等 の事 業 を行 う、 いわ ば 21

世紀 に向 けた本 県 の工 業技術 振 興 の拠 点 と し

て設置 され た もの で す。

当セ ン ター には、今後 ます ます利 用分 野 が

広 が る とみ られ る電子応 用、 新 素材 等 6部門

を置 き、 これ を研 究、 試験 、 指導 とい ったハ

ー ド面 はセ ン ター で、研 修 、企 業 交流、情 報 提

供 とい った ソフ ト面 は第ニ セ ク ター方 式 で設

置 され た財 団法人 滋 賀県工 業技 術振 興協 会 が

担 当 し、 両者 が一体 とな って県 内工 業 の振 興

に取組 もう とす るシステムで す。

そ して、機 器 を含 め たハ ー ド、 ソフ ト両 面

と も「地域 に開か れ た工業技術 セ ンター」 と

して運 営 して参 りますの で企 業 の皆様 方 は、

「 自分 た ちの工 業技 術 セ ンター」 と して は ぐ

くみ、 また大 いに活 用 して いた だ くこ とを期

待 して お ります。
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21世紀に向けを
滋賀県工業技術センター

所長  畑   信 夫

今日、わが国工業をとり

まく環境の変化は著しく、

需要の多様化、技術革新、

高度情報化などの進展に伴

う新しい流れがヽ大企業の

みならず中堅中小企業にも

波及し、これらに対処する

ため、技術ニーズも多様化、高度化、複合し、高

度な総合的技術の対応が求められてきております。

本県の工業においても、この流れが表面化 t/て

まいり、先端技術の導入、多品種少量生産への対

応、情報収集の強化、人材育成、技術の向上等ソ

フトな経営資源の充実に積極的に取組まなくては

ならない情況にあります。

こうした情勢に対応し、県内企業の技術開発力

の向上を図るため、電子、機械、化学、食品、デ

ザイン等広範な分野を対象とした総合的な試験、

研究、指導、研修等を実施する工業技術センター

が、関係各位のお力添えにより、オープンするこ

とができました。

当センターにおきましては、業界のエーズに対

応した工業技術の開発、試験、研究をはじめ、各

種の技術指導、相談を実施するとともに産 。官 。

学が一体 となって研究開発した研究成果の移転に

積極的に取組んでまいります。

また、当センター内に第ニセクター方式で設置

されました財団法人滋賀県工業技術振興協会にお

いて、技術者の研修、情報の提供、および技術交

流 。人的交流の促進事業等を当センターと一体的

に運営することにより、ソフトな技術開発基盤の

強化を図つてまいります。

今、まさに誕生したばかりの工業技術センター

ではございますが、「地域に開かれた工業技術振興

の拠点」施設として各業界のエーズに対応し、ポ

テンシャルの向上を図るべく努力いたす所存でご

ざいますので、広く関係各位の一層の御指導、御

支援を賜 りますようお願い申し上げます。

,

主

地域に開かれたユニァクな運営

本県工業の技術開発力強化のための基盤を整備

し、創造的技術開発の促進を図るため、可能な限

り企業の方々が自由に利用できる「地域に開かれ

た」施設運営をめざしていきます。

まず、第一に産・官 。学の拠点にするため、企

業や学職経験者との連携に力を入れていきます。

第二には、中小企業と大企業との連携を図るこ

とにより技術の交流や移転のためのパイプ役を努

めます。

第二番目には、企業の主体的な参加を得て、セ

ンター運営を行つていきます。

したがって、こうした業務を行うにあたって、

センターの中に、人、物、情報 といつたものの交

換を行う場としての交流サロンを設置するととも

に、企業の社員、従業員の教育研修の場として大、

中、小二つの研修室を設けています。

また、企業みずからの研究開発に必要な試験研

究機器もできるだけ開放して、最大限にこれを使

用してもらえるような運用をして、他の公設試験

場とは一味違ったユニークなセンターにしていく

つもりです。

本年 3月 に設立した働滋賀県工業技術振興協会

を中心にヽ 教育・研修や情報、交流といつた機能

の面で効果を発揮していきます。

また、急速な技術革新に対応した工業技術の振

興を図り、中長期にわたる技術展望を開くため、

産業界および学識経験者等を入れた滋賀県工業技

術振興懇話会を設置し、これらの意見提言を得な

がら、より本県工業技術の振興に効果的なセンタ

ー運営を行つていきます。



露大に開所式 7月 29日

滋賀県工業技術振興懇話会名簿
(敬称 略・順 不 同 )

工業技術センターはさる 7月 29日 働大阪通商

産業局長、滋賀県議会議長はじめ関係者 200名の

列席のもと開所記念式典が盛大に開催され、オー

プン致しました。

また翌日の施設一般公開には県内企業の技術者

等 600名の見学者があり、当センターに対する関

心の深さと期待の大きさを表わしました。

学   識

岩  田

越  後

木  村

手  塚

山  田

産  業 界

吉  田

山  本

井  上
′
Jヽ   )II

木  村

岸  田

崎  山

辰  巳

西   '可
三  宅

行政 その他

安  本

速  水

高  田

飯  田

畑

高  井

―  明 (神
和  典 (滋

光 (京

慶  ― (大

教

教

教

教

学

学

学

学

大

大

大

大

戸

賀

都

阪

授 )

授 )

授 )

授 )

正
夫

一
三
郎
定
夫
男
男

太
　
二

和
和
正
彰
新
　
九
又
勝

農

皓
諒

三
志
信

八

始 (滋 賀 県 立 短 期 大 学 教 授 )

(松 下 電 器 産 業 帥 事 業 部 長 )

(日 本アイ・ビー・エムい工場長 )

(東 レ い 事 業 場 長 )

(湖 北 精 工 仰 社 長 )

(木 村 機 械 建 設 工 業い 社 長 )

(安 曇 川 電 子 工 業 仰 社 長 )

(立 石 電 機 い 事 業 所 長 )

(滋賀 県食品産 業協議会会長 )

(仰 暁 電 機 製 作 所 社 長 )

信 (関 西 ア ル ミ い 社 長 )

信 (大 阪 通 商 産 業 局 長 )

=(大 阪 工 業 技 術 試 験 所 長 )

郎  (Ct滋賀県工業技術振興協会理事長)

夫 (滋 賀 県 商 工 労 働 部 長 )

夫  (滋賀県工業技術セ ンター所長 )

良 (滋賀 県商工労働部商工課長 )

技術普及請習会開催
企業の技術開発力を向上するとともに、工業技術センター設備機器の利用促進を図るため技術普及講

習会を次のとおり開催します。

O多 くの企業に受講いただくため、同一機器について 1企業 1名 とします。
○受講希望者多数の場合は別途機会を申ける予定です。

申し込みとお問い合せ

申し込みには企業主の推薦状が必要です。工業技術センター 奮ω0775(58)1500

〃〃〃

〃〃〃ビッカース式高温硬度計

〃〃〃熱 分 析 装 置
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〃〃〃12月 19日 い真 円 度 測 定 機
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閉に500枠を超す利用″
当センターの業務が開始し、はや 4ヵ 月を

経過しようとしていますが、開始後 4ヵ 月(8

月～11月 )間の各部門別の技術相談、試験分

析等の業務は下記のとおりです。

技術的な問題があれば何でもお気軽に御相

談下さい。

//孝勇象こ先ツ
センターの設備機器 を使用 してみませんか。

皆様の会社や事業所において、新製品開発や技

術開発を行う場合、高度な試験研究機器を必要と

するが、使用が短時間であつたり、高価なため購

入できない等で困つていることはありませんか。

滋賀県工業技術センターでは、そのような方の

ため設備機器の開放利用を進めています。是非御

利用下さい。

電話にて利用日時等を予約していただき、申

請書により受付いたします。

利用した日に利用料金 (別冊使用料一覧表の

とおり)を現金で納入していただきます。

試験分析・設備使用技術相談指導

2626

管撮撮景涙
湿槽によ

絶縁材料の耐電圧試
験

電気機器の特性試験

その他

電

子

応

用

部

門

マルチの電流制御に
ついて

ラタ至藤冦感程議議
につ いて

パソコン利用法につ
いて

PASCAL言 語に
ついて

JIS問い合せ

その他
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二次元測定機による
形状測定

吾奮震刊轟彎あ説是

各種部品の真円度測
定

地通稜啓&皆踊建
ト

輸整部
品の表面粗さ

テ瑞身そ珍|えあれを
ツ

欝冴名農輔ど
溶接

尉停音誦談
験機によ

張り1晟害象議
の引

学
'～

所美物盈孝釜談
その他

機

械

部

FAについて

濃度センサーの研究
について

禍員騒攀紀む語そ
風

亜鉛メッキ鋼板のプ
レス加工について

カーボン棒の引張り
強さについて

振動試験について

ラベルのはがれ強度
について
バルプの高温におけ
る試験について

溶接技術について

JIS問い合せ

その他
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金属分析

金属組織検査

金属の硬度試験

その他金属関係

写言4)i:子:旨古ユ鼻
り 圧

高分子分析

〃 耐候性試験

フィルムのガス透過
率測定

局宅
子の

袢
変形温度

その他高分子関係

工

業

材

料

部

門

金属の腐食について

〃 の分析について

〃 の組織について

〃の熱処理について

″の熱膨張について

その他金属関係

高分子の強度につい
て

〃 の分析につい
て

″ の耐候性につ
いて

フィルムのガス透過
率について

熱分析について

技術相談指導 試験分析・設備使用

エ

業

材

料

部

門

高分子の衝撃
て

につい

その他高分子関係

コンクリートの耐候
性について

カーボンの物性につ
いて

その他無機関係

カーボンの物性試験

ガラスの熱伝導率測
定

25

化

学

食

品

部

門

近赤外線の透過率

環境測定について

食品分析について

デンプンの粘度性に
ついて

食品保存について

その他

24

近赤外線の透過率測
定

定性試験

その他

タイルのデザインに
ついて

工芸関係について

その他

208169

料金の支払方法



敷地面積

建築面積

建設年度

総事業費

全 体 図

3F

施 設 の 概 要

約33,200∬

約 5,150m2

研究管理棟 鉄筋コンクリート造 2階建一部 5階建約4,300∬

実 験 棟 鉄筋コンクリー ト造平屋建約700∬ (日本自転車振興会補助)

別   棟 鉄筋コンクリート造平屋建約150nf

昭和59年 7月着工、昭和60年 3月完成

約34億円 〔土地、建物および試験分析機器整備費 (昭和59年度～61年度

含む)〕 (日本自転車振興会補助)

5F

2F

4F

Ｎ①
lF

ン宣

図書宣

会 醗 室

4カ化フロ 食品機器

分析室

無機化学
分析室

無様化学

機器分析空

分析室

大研修室

卒  庫

実 験 練

振動試験室

溶接試験宣

耐電圧試験室

切削加工室

塑性力n工室
放電加工室

切断調整室

熱処理試験室

材料強度試験室

研削加工室

交流サ ロン 研究参与室

働滋賀県工業
技術振興協会

機械空

技術第2科

食品加エ

1式作室



運 営 体 系 と事 業 内容

研 究 企 画

相談・指導

研究・開発

試験・分析

教育・研修

情報の収集・提供

技術交流 。人的交流

県工業技術振興懇話会

参与

の開放利用

研修施設の設置

.PATOLISォ ンラインサービス

から製品開発へ



滋賀県工業技術センターと、 (財)滋賀県工業技術振興協会は、利用者のニーズ

に柔軟かつ機動的に事業を展開するため、一体的事業運営を展開 してしヽさます。

耳  県内企業の技術開発ニーズ、シーズの把握をはじめとする調査研究を実施するとともに、こ

れらを踏まえた研究テーマの設定および研究計画を作成します。

↓
―

―  新技術や新製品を開発するための相談や指導に応じるとともに、既存技術の適用指導を行い

ます。また、技術相談 。指導の強化を図るため大学等の学識経験者を技術顧問として招きます。

技術課題に対する巡回技術指導や技術アドバイザーを派遣しての技術指導も行います。

_ 県内中小企業が社会の技術進歩に的確に対応していくために、既存技術や先端技術の移転を

前提にした研究や将来的に有望な産業の創出育成に必要な技術課題等、公益的・先導的に行な

わなければならない研究を行います。また、工業技術センターの設備を開放し、民間による自

主研究・共同研究を促進します。

大学等から研究参与を招き、試験研究体制の強化を図っていきます。

一  中小企業が単独では備えられない試験 。分析機器を備え、企業の製品開発や改善のための試

験分析を実施するとともに、これらの機器を開放して検査方法についての指導も行います。

―  技術改善・技術開発を担う人材を育成するための技術者の教育研修を行なうとともに、企業

の経営者 。管理者に対しても新鋭機器を利用した研修を実施します。また、講師として大学、

研究指導機関、民間企業等の学識経験者を積極的に確保して高度な技術者の養成を行います。

'一 新しい技術動向や研究成果などの情報を収集整備して企業に提供するとともに、技術ニュー

、 ス。センター報告 ,年報等により試験研究の成果を公表します。また、日本科学技術センター
。
 (」OIS)日 本特許情報機構 (PATOLIS)等 とのオンラインを整備しており、即座に技術情報

サービスが受けられます。

_ 産・官・学に技術交流・人的交流を図り、共同技術開発を促進するため技術交流プラザや講

演会・セミナーを開催するとともに、展示会・研修会等を開催します。



滋賀県工業技術

機動的に事業を展

滋 賀 県 工 業 技 術 セ ン タ ー

，

‐

■

ｆ

係
長
（業
務
）
　
係
長
　
　
　
　
王ヽ
査
　
　
　
　
保
長
（兼
務
）
　

工ヽ
査
　
　
　
　
係
長
（兼
務
）
　
嘱
託

三
上
淳

一
　

川
尻
良
治
　
河
村
安
太
郎
　
斉
日
雄
介
　
西
内
慶
志
　
今
西
康
博
　
平
沢
　
逸

観

。簿

　

麓

縛一鐵

課
長

二

上

淳

一

専
門
員

斉

田

雄

介

木

下

信

彦

畑

　

信

夫

専
門
員

今

西

康

博

鱗
藝

lMl滋 賀県工業技術振興協会

上

田

成

男

山

本

哲

夫

組 織 と 業 務 内 容

管 理 係

企画管理課

企 画 係

電子応用係

技術第一科所   長 次    長

機械応用係

工業材料係

化学食品係技術第二科

デザイン係

研 修 担 当

交 流 担 当

次 長事 務 局 長

情 報 担 当

技 術 担 当



センターと、

開するため、

(財)滋賀県工業技術振興協会は、利用者のニーズに柔軟かつ

一体的事業運営を展開 してしヽさます。

一て

一舎．難
≡陣

一ヽ庁
鱒
一離

一行
務
〓画

一・執鰊
〓ぬ

一繊
つ一臓

一効
与、〓験．

一軒
輪
〓蝋

主
事

中
西
洋
子

主
査

山
本
和
好

″
　

‐
」

と
Ｆ
■
・

技
師

池
田
滋
亜

技
師

川
崎
雅
生

技
師

清
水
　
茂

技
師

矢
田
　
稔

主
査

中

山

勝

之

（兼
務
）

上

国

成

男

主
事
補

篠

原

弘

美

嘱
託

山

村

史

郎

i鱗

鏡
解
鹸|

鎖

錢|

技
師
　
　
　
　
技
師

桜
井
　
淳

　

月
瀬
寛

ニ

技
師
　
　
　
　
技
師

山
中
仁
敏

　

松
本
　
正

簿
鸞

筆

攣

。工業技術の調査研究について

。工業技術相談指導等の受付について

・技術相談            ・各種試験、化学分析
,技術アドバイザー・巡国技術指導  ・センターの設備利用

JI定

0マイクロコンピュータ等のハードウェア、ソフトウェア技術について
。通信情報処理技術について

0センサー、インターフェイス等の応用技術について

0電子機器、部品の特1と について

rざ薇級あ百動花lk布お
‐
ゴび督万fL茂術直ぢjξ て

~十一十~~

| 。機械や部品の機械的性質 と利用について

| 。機械加工および溶接技術について

と__隻 蜂弾点■晏?惰蛮獅工」_押」主、_換養兆従喧?と」【____

1 0金属材料の特性 と利用について

| 。金属材料の組織、熱処理技術について

| 。高分子材料の特性 と利用について

t__隻 tl■合翌螢tな 担0生性_■ 1上夏!=?rて_________
| 。 工業凍材再蛹 /3・ どあ藤 亦析積価だぢj〔 て

害

・鹸

に

。食品の物1生 と利用について

。食品の加工保存技術について

●微生物 の工業的利用技術 につ いて            |

。工業技術者研修等の実施について

o技術交流プラザ、講演会等の実施について

●技術情報の収集、提供について

。研修、交流、情報の技術助言指導について
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情

報

活

動

‐
特
許
情
報
や
商
口ｍ開
肇
情
報
の
提
供

　

情

報

検

索

サ

ー

ビ

ス

企
業
が
求
め
る
技
術
情
報
や
特
許
情
報
を
、
ジ
ョ

イ
ス

（Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｓ

。
日
本
科
学
技
術
情
報
セ
ン
タ
ー

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
）
や
パ
ト
リ
ス

（Ｐ
Ａ
Ｔ
Ｏ

Ｌ
Ｉ
Ｓ

ｏ
日
本
特
許
情
報
機
構
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ

ム
）
の
活
用
を
図
り
つ
つ
提
供
し
て
参
り
ま
す
。

以
上
の
他
、
「技
術
情
報
誌
」
を
滋
賀
県
工
業
技
術

セ
ン
タ
ー
と

一
体
と
な
り
発
行
し
て
行
く
予
定
で
す
。

―

円

Ａ 。

Ｔ ‐

Ｏ Ｓ

Ｌ

Ｉ

Ｓ

を

利

用

し

て

下

さ

い

ド

ー

皆
様
の
会
社
や
事
業
所
に
お
い
て
、
新
製
品
開
発

や
技
術
開
発
な
ど
で
文
献
調
査
を
行
う
場
合
、
大
量

の
雑
誌
や
抄
録
誌
を
長
い
時
間
、
多
く
の
労
力
を
か

け
て
探
し
て
い
た
り
、
探
し
て
も
見
つ
か
ら
ず
困
っ

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

工
業
技
術
振
興
協
会
で
は
、
そ
の
よ
う
な
方
の
た

め
に
、
技
術
相
談
、
技
術
指
導
の

一
環
と
し
て
、
多

く
の
情
報
の
中
か
ら
短
時
間
に
、
目
的
の
文
献
を
検

索
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
日
本
科
学
技
術
情
報
セ
ン
タ
ー
（Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
）

お
よ
び
日
本
特
許
情
報
機
構

（Ｐ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
）

の
オ
ン
ラ
イ
ン
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
の
端
末
機
を
使

っ
て
、
求
め
る
情
報
を
即
座
に
入
手
す
る
た
め
の
お

手
伝
い
が
で
き
ま
す
。

〈
手
続
き
〉

電
話
に
て
利
用
日
時
等
を
予
約
し
て
い
た
だ
き
、

依
頼
書
に
よ
り
受
付
い
た
し
ま
す
。

料
金
の
支
払
方
法

利
用
の
後
日
、
利
用
料
金
お
よ
び
電
話
料
金
を

銀
行
振
込
み
し
て
い
た
だ
き
ま
′す
。

伸
↓
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最
近
、
特
に
異
業
種
の
交
流
が
盛
ん
に
な
っ
て
来

た
。
民
間
で
は
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら
、
ま
た
国
で

は
、
中
小
企
業
庁
が
昭
和
五
十
六
年
か
ら
実
施
し
て

い
る
が
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
高
度
化
と
言

っ
た
環
境
の
大
き
な
変
化
に
対
し
て
中
小
企
業
が
的

格
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
独
自
の
力
で
は
限
界
が

あ
り
、
他
企
業
と
連
携
の
上
に
協
調
的
な
供
給
体
制
、

す
な
わ
ち
シ
ス
テ
ム

・
ア
プ
ロ
ー
チ
が
非
常
に
重
要

で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
。
滋
賀
県
も
昭
和
六
十
年

四
月
に
当
協
会
発
足
と
同
時
に
、
滋
賀
県
技
術
交
流

プ
ラ
ザ
と
し
て
こ
の
仲
聞
入
り
を
し
、
先
ず
工
業
集

積
度
の
高
い
湖
南
地
域
か
ら
実
施
し
、
全
等
的
な
も

の
へ
と
輪
を
広
げ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
し
か
し
他

府
県
の
例
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
成
功
事
例
と
し

て
は
数
少
い
中
で
、
企
業
の
ニ
ー
ズ
、
シ
ー
ズ
を
引

き
出
し
如
何
に
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
役
目
を

果
し
て
行
く
か
工
夫
と
努
力
を
要
し
ま
す
。
幸
い
参

加
企
業
２８
社
の
中
か
ら
代
表
幹
事

（山
科
精
器
（株
）

池
田
社
長
、
副
幹
事
（株
）
石
山
製
作
所
松
日
専
務
）

を
選
び
、
常
に
連
け
い
を
保
ち
な
が
ら
次
の
ス
テ
ッ

プ
を
前
提
と
し
て
進
め
て
い
る
。

一
、
人
の
和
つ
く
り
に
徹
す

イ
、
会
議
後
出
来
る
だ
け
懇
談
会
を
持
つ

口
、
宿
泊
研
修
を
早
期
に
実
施
す
る

二
、
お
た
が
い
を
知
り
合
う

イ
、
工
場
見
学
を
実
施
す
る

口
、
両
社
の
製
品
、
技
術
の
紹
介

ハ
、
出
来
る
だ
け
問
題
点
を
出
し
合
う

三
、
最
初
か
ら
成
果
を
求
め
な
い

四
、
小
グ
ル
ー
プ
で
の
分
科
会
を
設
け
る

五
、
情
報
の
交
換

六
、
技
術
の
相
互
利
用

そ
の
外
、
十

一
月
に
は
近
畿
通
産
局
管
内
の
異
業
種

の
交
流
会
が
開
催
さ
れ
た
。
当
会
か
ら
も
代
表
幹
事

が
出
席
し
、
他
府
県
、
市
の
プ
ラ
ザ
グ
ル
ー
プ
と
情

報
交
換
の
場
が
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
九
月
二
十
六
日

に
は
全
国
異
業
種
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
本
会
か
ら
、

代
表
幹
事
と
副
幹
事
が
正
会
員
と
し
て
参
加
、
全
国

ベ
ー
ス
で
の
技
術
交
流
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
現
在
ま
で
の
滋
賀
県
技
術
交
流
プ
ラ
ザ
の
経
過

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

昭
和
六
十
年
七
月
十
五
日

技
術
交
流
プ
ラ
ザ
幹
事
会

同
　
　
　
　
八
月
　
一
一日

第

一
回
技
術
交
流
プ
ラ
ザ

同
　
　
　
　
九
月
五
～
六
日

第
二
回
技
術
交
流
プ
ラ
ザ
宿
泊
研
修

同
　
　
　
　
九
月
十
四
日

技
術
交
流
プ
ラ
ザ
幹
事
会

同
　
　
　
　
十
月
　
一三
日

第
二
回
技
術
交
流
プ
ラ
ザ

（工
場
見
学
会
）

同

　

　

十

一
丹

一
日

第
四
回
技
術
交
流
プ
ラ
ザ

（工
場
見
学
会
）

同
　
　
　
十

一
月
十
六
日

技
術
交
流
プ
ラ
ザ
幹
事
会

 ヽ'
,ヽ
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第
１
回
技
術
研
修
を

受
講
し
て

（新
素

醐
珈

９．

・ 技
鰤
瀬
咽
傲

日
間
実
施
）

司
会
　
皆
様
大
変
御
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
皆
様
方
の

御
感
想
等
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
運
営
の
参
考
に
し
ま
す
の
で
御
遠
慮
な

B

将
来
的
に
は
初
級
コ
ー
ス
、
中
級
コ
ー
ス
、

あ
る
い
は
機
械
系
技
術
者
の
た
め
の
新
素
材
コ

ー
ス
と
か
、
材
料
技
術
者
の
た
め
の
開
発
コ
ー

ス
等
の
分
類
で
研
修
会
を
考
え
ら
れ
た
ら
よ
い

で
し
ょ
う
。

大
学
や
研
究
所
の
先
生
ば
か
り
で
な
く
、
企

業
の
方
を
講
師
に
招
い
て
実
用
面
で
の
話
を
充

実
す
る
こ
と
も
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

予
め
講
義
の
内
容
に
つ
い
て
の
テ
キ
ス
ト
を

配
布
し
て
貫
え
ば
、
講
義
の
後
で
の
実
用
面
で

の
動
向
等
の
質
問
も
出
来
た
の
で
す
が
、
今
回

は
そ
の
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
新
の
機
械
に
隔
世
の
感
じ

司
会
　
実
習
に
つ
い
て
は
如
何
で
す
か
。

Ａ
　
　
最
新
の
機
械
に
直
接
触
れ
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま

し
た
。
以
前
に
同
種
の
も
の
を
使

っ
た
経
験
が

あ
り
ま
す
が
、
隔
世
の
感
じ
が
し
ま
し
た
。

Ｄ
　
　
あ
れ
も
こ
れ
も
実
習
す
る
よ
り
は
、

コ
ー
ス

毎
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
実
習
を
し
た
ほ
う
が

良
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

司
会
　
研
修
会
の
開
催
時
間
等
の
御
希
望
は
？

Ｂ
　
　
今
ま
で
大
阪
ま
で
出
張
し
て
受
け
て
い
た
こ

の
種
の
研
修
会
を
、
県
内
で
受
講
す
る
こ
と
が

出
来
て
時
間
的
に
大
変
楽
に
な
り
参
加
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。

Ａ
　
　
私
の
場
合
は
会
社
の
終
業
時
間
の
関
係
で
、

六
時
開
講
に
し
て
欲
し
い
。
ま
た
昼
間
の
集
中

講
義
を
も
混
ぜ
て
貰
え
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

司
会
　
そ
の
他
何
か
御
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

Ｃ
　
　
参
加
者
相
互
の
交
流

（ギ
ブ

・
ギ
プ
ン
の
時

間
）
を
も
っ
と
ぶ
や
せ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

あ
の
時
間
は
少
な
す
ぎ
る
し
、
も
っ
と
交
流
の

場
が
欲
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

Ｄ
　
　
こ
の
技
術
研
修
で
お
互
い
に
知
り
会

っ
た
チ

ャ
ン
ス
を
活
か
し
て
将
来
、
例
え
ば
新
材
料
研

究
交
流
会
と
云
っ
た
よ
う
な
も
の
に
発
展
す
る

こ
と
に
な
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

司
会
　
大
変
貴
重
な
御
意
見
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

A

形
状
記
憶
合
金
ヽ
セ
ラ
ミ
ッ
ク
、
複
合
材
料

等
日
頃
耳
に
し
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
こ
の
研

修
会
で
ま
と
ま
っ
た
講
義
を
受
け
、
今
ま
で
の

単
な
る
耳
学
問
か
ら

一
歩
前
進
し
て
、
自
分
の

知
識
と
し
て
身
に
つ
け
る
こ
と
が
出
来
て
大
変

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

で
も

一
般
的
す
ぎ
て
も
う
少
し
踏
み
込
ん
だ

内
容
で
あ
っ
た
ら
と
の
感
じ
が
し
ま
し
た
。

私
は
応
用
面
で
の
話
が
少
な
か
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
も
っ
と
実
用
面
で
の
新
素
材
の
活

用
や
活
用
の
見
通
し
な
ど
を
期
待
し
て
い
た
の

で
す
が
…
…
。

8C

実
用
面
で
の
話
に
充
実
を
―

司
会
　
皆
様
方
が
そ
れ
ぞ
れ
機
械
技
術
者
で
あ
っ
た

り
材
料
技
術
者
で
あ
っ
た
り
し
ま
す
の
で
、
講

義
の
内
容
に
対
す
る
受
取
り
方
が
違
い
ま
す
ね
。

C D
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E

％
悦
▽
▽
Ⅷ
６０
年
度
の
研
修
と
セ
ミ
ナ
Ｉ
Ⅷ
Ⅷ
磯
‰
Ⅷ
Ⅷ
悦
鰯
Ⅷ
＝
‰
磯
＝
＝

●
技
術
研
修

ｏ
科
学
技
術
セ
ミ
ナ
ー

受
講
者
数

２８
名

３６
名

２．
名

２０
名

20  兵こ
名 員

日

時

６０

，
９

●
９

～

９

●
２０

６
日
間

６０

．
９

●
２４

～

・０

。
・４

１０
日
間

６０

．
１０

．
‐５

～

・０

～

３０

９
日
間

６０
．
ｎ
．
５
～

１２
・
７

１１
日
間

６．

．
１

～

６．

．
３

２８
日
間
程
度

内

容

パ
ソ
コ
ン
の
活
用
事
例
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
念
。
周
辺

装
置
。
表
計
算
、
グ
ラ
フ
、
図
形
の
ソ
フ
ト
試
作
の

実
習
。

メ
カ
ト
ロ
シ
ス
テ
ム
事
例
。
モ
ー
タ
。
各
構
成
要
素
。

サ
ー
ボ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
。
セ
ン
サ
。
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

イ
ス
。
マ
イ
コ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
ソ
フ
ト
開
発
ツ
ー

ル
。
ノ
イ
ズ
対
策
。
応
用
プ

ロ
グ
ラ
ム
演
習
。

金
属
材
料
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
材
料
、
高
分
子
材
料
等
の

現
状
と
開
発
動
向
。
材
料
特
性
の
試
験
法

高
分
子
と
高
分
子
複
合
材
料
の
開
発
動
向
と
各
種
材

料
特
性
。
製
品
開
発
の
あ
り
方
。
評
価
試
験
法
の
実

習
。

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
応
用
事
例
と
展
望
。
熱
処

理
保
存
技
術
。
冷
蔵

。
冷
凍
保
存
技
術
。
真
空
パ
ッ

ク

・
ガ
ス
充
壊
保
存
技
術
。
保
存
材
料
。

コ

ー

ス

名

新
素
材
利
用
技
術

コ
ー
ス

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
応

用
技
術
コ
ー
ス

食

品
加

工
技

術

コ
ー
ス

管
理
者
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス

メ
カ
ト

ロ
ニ
ク
ス

コ
ー
ス

〈
９
月
１３
日
〉

金
属
基
複
合
材
料
の
現
状
と
今
後
の

開
発
動
向
に
つ
い
て

科
学
技
術
庁
航
空
宇
宙
研
究
所

山
　
中
　
龍
　
夫
氏

〈
１０
月
２２
日
〉

形
状
記
憶
、
超
弾
性
合
金
の

開
発
状
塊
に
つ
い
て

古
河
電
工
　
　
　
　
　
根
　
山序
　
　
朗
博
士

〈
‐２
月
２‐
日
予
定
〉
　

　

　

・

①
生
産
現
場
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
活
用
上
の
問
題

点
と
画
像
処
理
技
術
の
導
入
に
つ
い
て

日
本
ア
イ
・ビ
ー
・
エ
ム
株
式
会
社
野
洲
工
場

塚
　
田
　
　
　
裕
氏

②

こ
れ
か
ら
の
ロ
ボ
ッ
ト
制
御
技
術
と
知
能
ロ
ボ

ッ
ト
の
開
発
状
況
に
つ
い
て

京
都
大
学
正
学
部
　
　
渡
　
部
　
　
透
博
士

な
お
、
技
術
研
修
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内
容
に
つ
い

て
は
産
業
界
と
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
と
が

一
体
と
な

っ
た

「技
術
研
修
専
門
部
会
」
で
検
討
さ
れ
た
も
の

で
す
。
（専
門
部
会
は
現
在
ま
で
４
回
開
催
）



中
堅
・中
小
企
業
の
技
術
レ
ベ
ル
ア
ツ
プ
と

大
企
業
と
の
共
存
共
来
を

目
指
し
て

Ｎ
ド コ

Ｄ

Ｂ

日覇
YNDuSTRY

勤勉I
よ真S 一心

〈

我
国
産
業
の
輸
出
競
争
力
や
生
産
性
は
裾
野
を
形

成
す
る
巨
大
な
中
堅

。
中
小
企
業
群
に
よ
り
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
滋
賀
県
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、

当
県
の
製
造
業
事
業
所
数
は
四
、
四
六
〇
（五
十
九
年

十
二
月
末
現
在
）
で
、
う
ち
従
業
員
数
九
十
九
人
以

下
の
中
堅
・中
小
企
業
の
数
は
四
、
一
七
七
に
の
ぽ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
企
業
は
直
接
間
接
的
に
県
内
立
地

大
企
業
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
つ
ゝ
あ
り
ま
す
が
、

未
だ
技
術
レ
ベ
ル
が
十
分
と
は
言
え
ず
そ
の
技
術
開

発
力
、
経
営
力
に
多
く
の
課
題
を
残
し
て
い
る
た
め
、

日
進
月
歩
の
技
術
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
き
れ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。

当
協
会
事
業
の
運
営
方
針
は
、

・こ
れ
ら
中
堅

。
中

小
企
業
の
技
術
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
そ
れ
を
通
じ
て
の

県
内
立
地
大
企
業
と
の
共
存
共
栄
を
目
指
す
と
こ
ろ

に
そ
の
基
本
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
当
協
会
が
最

重
要
視
し
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
今
何
が
十
分
で
何

が
十
分
で
な
い
か
、
今
何
が
問
題
な
の
か
な
ど
、
お

互
い
が
率
直
に
知
り
合
う
場
を
設
定
す
る
こ
と
で
す
。

例
え
ば
技
術
研

修
を
実
施
中
で
す

が
、
単
に
最
新
の

技
術
知
識
情
報
を

得
る
だ
け
に
止
ま

ら
ず
、
参
加
者
同

志
で
大
企
業
と
中

堅

。
中
小
企
業
が
互
い
を
知
り
合
い
話
し
合
う
場
が

自
然
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
二
は
、
今

一
流
の
科
学
者

・
技
術
情
報
人
を
可

能
な
限
り
滋
賀
栗
東
の
森
に
招
く
こ
と
で
す
。
情
報

時
代
で
あ
り
な
が
ら
、
な
お
可
成
り
の
滋
賀
県
産
業

人
が
大
阪
や
東
京
ま
で
高
コ
ス
ト
と
貴
重
な
時
間
を

費
や
し
て
情
報
収
集
に
出
向
い
て
い
る
現
状
を
少
し

で
も
緩
和
し
、
競
争
時
代
の
時
間
の
節
約
を
果
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
①
Ｏ
⑥
⑫
①
④
⑥

か

よ

い

あ

う

心

と

技

術

技
術
研
修
と
科
学
技
術
セ
ミ
ナ
ー

４
つ
の
特
色

企
業
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ィ
ベ
ロ
ツ
プ
メ

ン
ト
プ
ラ
ン
ヘ
の
参
加
を
め
ざ
す
。

（具
体
例
―

″管
理
者
の
た
め
の
パ

ソ
コ
ン
コ
ー
ス
◆

先
端
性
、
戦
略
性
、
ア
ッ
ト

・
ナ
ウ

（今
の
問
題
解
決
）
を
め
ざ
し
た
内

容
設
定
に
つ
と
め
る

（具
体
例
―

″新
素
材

・
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

・
メ
カ
ト
ロ
コ
ー
ス
◆

ノ
ー
ハ
ウ
か
ら
ノ
ー
フ
ー
（Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

の
時
代
に
移
り
か
わ
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
多
く
の
友
を
得
よ
う
／

（具
体
例
―
″技
術
体
験
発
表
″
″ギ

ブ

・
ギ
ブ
ン
″
等
の
シ
ン
コ
ー

・
オ

リ
ジ
ナ
ル
ソ
フ
ト
を
研
修
の
中
に
挿

入
）

大
阪
へ
一
日
が
か
り
―
め
ム
ダ
を
な

く
す
。

「わ
が
国
の
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
」
を
多

数
講
師
に
招
く
。

♂
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GE

工
業
技
術
振
興
の
拠
点
を
め
ざ
し
て

こ
の
度
、
栗
東
町
の
美
し
い
自
然
の
中
に
、
滋
賀

県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
、
県
民
の
永

年
の
夢
が
実
現
い
た
し
ま
し
た
。
御
承
知
の
如
く
滋

賀
県
は
高
度
成
長
期
を
通
じ
工
業
出
荷
額
は
湖
南
を

中
心
に
飛
躍
的
な
伸
長
が
続
い
て
お
り
ま
し
て
、
特

に
エ
レ
ク
ト
ロ
エ
ク
ス
を
中
心
と
し
た
高
度
技
術
産

業
が
目
立
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
技

術
セ
ン
タ
ー
の
設
立
は
誠
に
時
宜
を
得
た
も
の
で
あ

る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
言
う
ま
で
も
ご
ざ
い
ま
せ

ん
が
人
々
の
エ
ー
ズ
は
、
多
様
化
、
多
元
化
、
個
性

化
が
ま
す
ま
す
顕
著
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
き
び
し
い
環
境
に
対
処
し
て
行
く
た
め
に
は

や

′

・

財
団
法
人

滋
賀
県
工
業
技
術
振
興
協
会

雪

長

高

田

二

郎

長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
技
術
シ
ー
ズ
の
育
成
に
努

め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
滋
賀
県
工
業
技
術
振
興
協
会

は
こ
の
よ
う
な
視
点
を
踏
ま
え
、
工
業
技
術
セ
ン
タ

ー
と
表
裏

一
体
と
な
っ
て
、
情
報
、
技
術
研
修
な
ど

の
ソ
フ
ト
な
部
門
を
主
な
業
務
と
し
て
発
足
致
し
ま

し
た
。
官
民
共
同
出
資
に
よ
る
第
ニ
セ
ク
タ
ー
方
式

で
、
柔
軟
か
つ
機
動
、
効
率
を
ね
ら
い
と
し
て
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
に
動
け
る
体
制
を
取

っ
て
お
り
ま
す
。
特

に
技
術
研
修
に
つ
き
ま
し
て
は
、
企
業
の
業
種
に
応

じ
た
キ
ャ
リ
ア
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
揃
え
短

。
中

・
長
期
の
研
修
を
行
い
人
材
育
成
に

努
め
ま
す
。
フ
ェ
ー
ス
ツ
ゥ
フ
ェ
ー
ス
に
よ
る
人
的

交
流
を
積
極
的
に
広
め
、
双
方
向
に
よ
る
人
間
交
流

に
よ
り
、
技
術
交
流
や
、
新
製
品
開
発
に
寄
与
し
ま

す
。
ま
た
研
究
開
発
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
情
報

検
索
は
、
日
本
科
学
情
報
セ
ン
タ
ー
、
日
本
特
許
情

報
機
構
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
び
、
企
業
の
要
望
に

応
じ
て
ま
い
り
ま
す
。
関
係
各
位
の
積
極
的
な
御
活

用
と
御
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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1985.

倉
よ
い
あ
う
,1)l

と
技
術

―

第
ニ
セ
ク
タ
ー
で
対
応

―

働
滋
賀
県
工
業
技
術
振
興
協
会
は
、
県
下
経
済
六

団
体
と
滋
賀
県
が
共
同
出
資
し
、
第
ニ
セ
ク
タ
ー
方

式
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
柔
軟

・
機
動

・
効
率
を
モ

ツ
ト
ー
に
技
術
人
材
の
育
成

・
技
術
者
交
流

・
技
術

情
報
の
提
供
等
ソ
フ
ト
施
策
を
担
当
し
、
滋
賀
県
工

業
技
術
セ
ン
タ
ー
と

一
体
と
な

っ
て
県
の
技
術
振
興

に
つ
と
め
ま
す
。
琵
琶
湖
に
で
き
た

一
本
の
湖
流
を

や
が
て
ビ
ツ
グ
な
力
強

い
工
業
技
術
振
興
の
湖
流
に

育
て
あ
げ
る
た
め
、
み
な
さ
ま
の
暖
か
い
御
支
援
を

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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